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第一章においては, 実験に使用した竃孤加熱型低密度プラズマ ･ ジェット風胴の構造および空気力学的
性能について述べ, 殊にプラズマ ･ ジェット流の空気力学的, 熟力学的性質についての測定結果を明らか
にしている｡ 気体としてはアルゴンおよび窒素を用い, 竃孤加熟されたこれらの気体の岐点圧力, 岐点温
皮, ピ トー 圧力および流れのマッ- 数などをそれぞれプレナム室および測定室において測定して, その測
定結果からマッ- 数- レイノルズ数特性を求め, 本風胴測定数におけるプラズマ ･ ジェット流は空気力学
的に遷移領域にあることを示している｡
欝二章においては, 上記の風胴測定室のアルゴン ･プラズマ流において探針法およびマイクロ波干渉法


















先ず, 衝撃波を横切る電子温度分布について, 凍結流の仮定の下に中性粒子密度, 温度分布をヘビサイ
ド関数を用いて階段状分布におきかえ, 電子についてのエネルギー方程式を簡単化し, この式を撃街披無
限上流および下流より積分し, 中性粒子衝撃波の中心で両方の解をマッチングさせることにより電子温度
分布を計算した. 一方電子エネルギ- 方程式を直接ルンゲ ･ クックー ･ マ- ソン法 (R -- K - M 法) によ
り積分して計算した電子温度分布と比較し, 両者の結果が完全に一致することを示した｡ さらに, プラズ
マ流れにおいて二段階三体再結合反応を仮定して, サ- 方程式と電離速度方程式から再結合速度係数を求
め, 電子エネルギー方程式をR - -K 一一M 法により積分して, 再結合プラズマ流れの仮定の下に電子温度分
布をもとめている｡
第二に, 衝撃波後流におけるイオン密度がランキン ･ ウゴニオ関係式で与えられる値まで増加しないと
いう観測結果を理論的に解析している｡ 衝撃波を横切って流れの方向にイオン密度減衰が起こっているの
で, 一様流れ中のイオン密度減衰速度をもとめ, これをイオンの連続方程式に用いて, 衝撃波を横切るイ
オン密度分布を与える計算式を示している｡








結果プラズマ ･ ジェット流の半径に比べて衝撃波厚みが小さい程, 誘起電位勾配分布におよぼす渦電流の
影響が大きくなることを見出している｡
第四章においては, 一部電離した非平衡高速気流中の筏撃披構造を低密度プラズマ ･ ジェット風胴にお
いて単探針および電磁速度計を用いておこなった実験結果を述べ, 第三章における理論計算の結果と比較
している｡ プラズマ ･ ジェット風胴測定部においたショック ･ホルダーにより衝撃波をその前方に定在さ
せ, 衝撃波を横切って単探針によりアルゴン ･プラズマ流内の電子温度分布, イオン密度分布を測定し,
また電磁速度計により誘起電位勾配分布を測定している｡
先ず, 測定された電子温度分布は衝撃波を横切ってほとんど変化しないが, この実験結果は, 凍結流れ
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を仮定した理論結果よりも, 再結合反応を仮定した場合の理論結果とよく一致することを示している｡






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨







先ず, 本研究に用いた竃孤加熱型低密度プラズマ ･ ジェット風胴のマッ- 数一レイノルズ数特性からこ
の風胴の実験可能領域は空気力学的に遷移領域にあり, 測定室における単探針法などの診断結果から, ア
ルゴンを作動気体とした場合, 一部竃離した非平衡高速気流の実験が可能であることを明らかにした0









次に, アルゴン ･プラズマ流におけるイオン密度減衰速度を用いて, イオンについての連続方程式から
求めたイオン密度の流れ方向の理論分布は, ランキン ･ ウゴニオの関係で与えられる, 衝撃波下流におけ
る値までイオン密度が増加しないことを示し, その分布は風胴実験結果とよく一致することを明らかにし
た ｡
以上電子温度, イオン密度の解析においては, 衝撃波を通 じて中性粒とイオンとの温度, 速度分布が等






計による測定結果から, 荷電粒子は衝撃波を通 じてランキン･ ウゴニオの関係式で与えられる速度に減速
し, その速度分布は衝撃波内の中性粒子速度分布に近いことを示した｡
以上要するに, 一部竃離した非平衡高速流れにおける衝撃波構造を空気力学的に解析し, 同時に多くの
診断法によってその性質を明らかにし, 電離層における今後の空気力学的研究に示唆を与え, とくに衝撃
波構造に関して多くの知見を与えたものであって, 学術上は勿論実際上にも寄与することが多い｡
よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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